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論文審査の結果の要旨 
 
宮崎日出海氏の学位論文は聴神経腫瘍手術における神経機能温存の改善 

拡大回復時間療法による外科的治療戦略と題され Journal of Neurosurgery 

2014 に発表された諸論文一遍からなる。東京大学およびその関連病院である虎

ノ門病院における８９例の手術症例を対象とし、脳幹からの直接持続神経モニ

タリングを施した。２００６年から２００８年までの前半の経験を基に、後半

２０１１年まではモニタリング電位の急激低下に対し閾値に戻るまで１５分ご

とに手術手技を休止するプロトコールに従って神経機能の回復の程度に関与す

る因子を検討した。 

論文審査は２０１５年１月１６日籾山信彦教授、安保雅博教授の臨席のもと公

開による口頭試問が行われた。席上各委員より以下の質問があった。 

閾値を顔面神経６１％、聴神経３６％としているがそこまで低下する以前に設

定すべきではないか、S/N 値の改善が必要ではないか、MRI における摘出率の

評価は主観的ではないか、１５分以上手術を休止するという数値的根拠はある

のか、従来の標準的手術療法で顔面神経が温存できたのは３０％ときわめて低

く、拡大回復時間療法で８１．８％と極端に改善しているのは妥当な評価を行

っているのか、など活発な質問に対し氏は的確に回答した。 

両委員と慎重に審議した結果、宮崎氏の研究は学位論文として十分価値がある

ものと認めた次第である。 
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